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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 就労継続支援A型事業所 cozy plus

住 所 秋田県大仙市大曲中通町7-18

511200206

佐久間 玲奈

令和 4年度電話番号 0187-73-7527

連携先企業名 株式会社ヤマダフーズ 担当者名 伊藤 伸也氏

・障がいのある方の雇用を以前より行っているが、担当者などおらず、専門的知識がなく、うまく仕事を続けられない事例
 もあった。今回、初めて施設外就労の請負をお願いし、支援員がついているため、安心して任せることが出来た。また、
 テキパキと仕事をする方が多く、時間内に問題なく仕事を終わらせていたことも、評価していきたい。
 （施設外就労先の企業担当者より）
・今後の連携強化に向けては、時期的に発生する作業だけでなく、年間を通して作業できるよう、双方で準備を行うことが
 課題である。

・活動場所:株式会社ヤマダフーズ
・実施日程:令和4年6月1日～令和4年9月28日
・実施した生産活動・施設外就労の概要:かごの洗浄、
 消毒作業、納豆の出荷作業、その他出荷準備に付随する作
業
・利用者数:11名

・地域連携活動のねらい:地元企業で、障がい者の方の仕事
 ぶりを見てもらうことで、理解が深まり、雇用創設につな
 げるため
・地域、対象者にとってのメリット:企業の困りごと
（作業をやる人材がいないなど）など、地域企業のニーズを
 満たせることや、当事者も社会経験を積むことが出来る点

実施した結果、企業の困りごと（作業をやる人材がいないな
ど）など、地域企業のニーズを満たし、当事者も社会経験を
積むことが出来た。課題として、雇用に結びつく利用者様は
おらず、次年度は一般就労への移行も視野に入れ、先方企業
に働きかけたい。

連携先の企業等の意見または評価

様式１


